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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
星
空
の
記
憶

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
３
７
９
Ｋ

【
作
者
名
】

　
は
く

【
あ
ら
す
じ
】

　
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
で
す
。
毎
回
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
。
読
む
人
の
心
を
癒

し
ま
す
♪
。
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無
限
に
広
が
る
光
の
洪
水
。

宇
宙
か
ら
地
球
へ
の
贈
り
物
。

「
タ
ク
ち
ゃ
ん
、
綺
麗
だ
ね
。
ま
た
明
日
も
見
に
こ
よ
う
ね
」

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
。
ユ
イ
こ
そ
忘
れ
る
な
よ
」

「
そ
の
言
葉
、
タ
ク
ち
ゃ
ん
に
そ
の
ま
ま
お
返
し
し
ま
す
わ
」

「
何
だ
よ
、
そ
の
話
し
方
は
。
オ
レ
は
約
束
を
忘
れ
な
い
ぞ
」

「
う
ん
、
約
束
し
た
か
ら
ね
」

「
お
う
、
ま
か
せ
て
お
け
」

そ
れ
が
ユ
イ
を
見
た
の
が
最
後
だ
っ
た
。

そ
う
だ
。

ユ
イ
は
、
翌
日
に
こ
の
町
を
去
っ
て
い
た
。

「
お
い
、
タ
ク
。
起
き
ろ
よ
。
授
業
が
始
ま
る
ぞ
」

「
ヒ
ロ
・
・
・
か
」

「
寝
ぼ
け
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
次
は
実
験
棟
で
の
実
習
だ
ぞ
」



3

「
や
ば
い
。
ヒ
ロ
、
走
ろ
う
」

「
お
う
」

ど
う
や
ら
、
オ
レ
は
夢
を
見
て
い
た
よ
う
だ
。

忘
れ
て
い
た
記
憶
。

ユ
イ
・
・
・
か
。

だ
が
、
オ
レ
に
は
そ
の
顔
が
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。

授
業
が
始
ま
る
。

４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
の
実
験
だ
。

高
校
３
年
生
の
秋
。

普
通
な
ら
、
受
験
勉
強
で
忙
し
い
は
ず
。

オ
レ
の
通
う
高
校
。

大
学
の
付
属
校
。

本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
無
条
件
で
、
誰
で
も
付
属
大
学
へ
と
進
む
こ
と
が
出
来

る
。

こ
れ
は
理
事
長
の
教
育
方
針
ら
し
い
。
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受
験
勉
強
に
費
や
す
時
間
を
本
来
の
学
ぶ
時
間
へ
と
す
る
た
め
だ
。

オ
レ
と
ヒ
ロ
は
付
属
大
学
へ
の
進
学
が
決
ま
っ
て
い
る
。

「
な
あ
、
タ
ク
。
隣
の
ク
ラ
ス
に
転
校
生
が
来
た
ら
し
い
ぞ
。

　
転
入
試
験
で
、
ほ
ぼ
満
点
で
の
入
学
だ
。
し
か
も
、
美
人
ら
し
い
」

「
情
報
が
早
い
な
。
ヒ
ロ
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
か
」

「
何
言
っ
て
る
ん
だ
よ
。
こ
れ
は
男
た
る
も
の
の
使
命
だ
」

「
ヒ
ロ
、
そ
れ
は
、
お
前
の
使
命
だ
と
思
う
ぞ
」

「
こ
ら
！
、
そ
こ
の
２
人
。
授
業
に
集
中
し
な
さ
い
」

怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
は
～
い
」

ヒ
ロ
の
の
ん
気
な
返
事
に
オ
レ
は
肩
を
す
く
め
た
。

授
業
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

「
で
は
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
。
皆
、
寄
り
道
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
」

オ
レ
と
ヒ
ロ
に
は
部
活
が
あ
る
。

ヒ
ロ
は
バ
ス
ケ
部
。
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オ
レ
は
・
・
・
天
文
部
だ
。

運
動
は
苦
手
な
方
で
は
な
い
。

今
で
も
体
育
会
系
の
ク
ラ
ブ
か
ら
入
部
の
誘
い
が
あ
る
。

で
も
、
オ
レ
は
星
が
好
き
だ
。

天
文
部
。

部
員
は
部
長
の
オ
レ
を
含
め
て
６
人
。

人
数
は
関
係
な
い
。

皆
、
星
が
好
き
な
ん
だ
。

今
日
・
・
・
正
確
に
は
今
夜
。

週
に
１
度
の
天
体
観
測
が
あ
る
。

天
文
部
の
活
動
は
夜
。

「
は
い
、
今
夜
は
転
校
生
で
、
新
入
部
員
を
紹
介
し
ま
す
ね
」

オ
レ
の
ク
ラ
ス
の
担
任
で
も
あ
り
、
天
文
部
の
顧
問
で
も
あ
る
、
女
教
師
だ
。

そ
の
明
る
さ
か
ら
、
人
気
も
あ
り
、
信
頼
も
厚
い
。

「
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
・
・
・
ユ
イ
で
す
。
星
が
大
好
き
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
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こ
れ
が
ヒ
ロ
の
言
っ
て
い
た
転
校
生
か
。

確
か
に
美
人
だ
。

綺
麗
で
可
愛
く
も
あ
る
。

「
部
長
の
・
・
・
タ
ク
で
す
。
も
し
か
し
て
？
」

「
そ
う
だ
よ
。
タ
ク
ち
ゃ
ん
」

「
ユ
イ
？
」

「
タ
ク
ち
ゃ
ん
、
約
束
だ
っ
た
ね
」

「
そ
う
だ
っ
た
な
」

星
の
光
の
シ
ャ
ワ
ー
が
降
っ
て
来
た
。

「
綺
麗
だ
ね
」

「
あ
あ
、
綺
麗
だ
」

「
私
、
星
も
タ
ク
ち
ゃ
ん
も
大
好
き
」

「
オ
レ
も
だ
」

「
う
ん
」

「
オ
レ
も
星
と
ユ
イ
が
大
好
き
だ
」
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「
う
ん
」

星
空
の
記
憶
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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小
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